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17 年度 設定なし
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-

337,74468,00068,00068,00068,00065,744
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

57828千円 558591788364413
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

管理運営費（総事業費）

評価対象外事業
情報化推進事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
都市基盤の整備
情報・通信基盤の整備

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

まちづくり創造課

伊予市地域イントラネット管理運用規程
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

靏岡 正直
所管課情報 担当課： 516

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 行政組織、職員、インターネット

奥島 進

伊予市地域イントラネットの管理運用

事業の目的

情報系ネットワーク、インターネット、グループウェア（メール含む）の利用の管理・セキュリティの対策・財務会
計等内部情報システムの整備運用

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
51,029
6,799
0

57,499
6,914
64,413 17,883

3,457
14,426 48,945

6,914
55,859

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

0
0
0
0

64,413

0.85
7,999
0

6,799
0
0
0
0

57,828 55,859

0.85
8,135
0

6,914
0

0
0

0
17,883

0
0
0
0

3,457
0

8,135
0.430.85

8,135
0

6,914
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二次評価

二次評価
（所属部長）

課題認識

職員ポータルが適切に更新された。機器も更新され、今後はより効果的な活用及び厳重なセキュリティに
ついて検討を進めていかなければならない。

一次評価結果のとおり事業継続と判断するが、以下の課題を新たに追加する。

意見、課題
情報化の進捗に併せ、情報保護の視点が重要となってくる。早期にセキュリティポリシーを策定し、情報
保護の重要性を全職員に意識啓発を行なうこと。

コスト効率 4
受益者負担の適正 3

B

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 3

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 3

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

B

B

B
手段の最適性 3

コスト効率 4

成果向上の可能性 4
施策への貢献度 3

市の関与の妥当性 3
事業の効果 3

ネットワーク環境も一応は整備され、職員のパソコンも更新されつつある。職員ポータルの更新について
は平成25年度に実施され、効率的・効果的な運用が可能になった。ただし、いろんな業務が電算システム
上で稼働することになり、ネットワーク環境自体のおそさが問題となりつつある。

自己評価
4目的の妥当性

市民ニーズへの対応 3

成果指標

指標設定の
考え方

人件費を含めた総費用但し、対象業務の増加、機器の更新などにより、急激な増加が見込まれる。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度 目標27年度
75000730006441361157

受益者負担の適正 3

005585957828

成果指標
管理運営費（総事業費）
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

二次評価の内容を踏まえ見直すこと。

下記の点を見直しの上、継続する。


